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SCRUMPTIOUS!
SMWS会員にとって、まったく新しいタイプの樽で熟成されたボトリングが登場することほど、胸が高鳴る瞬

間はない。

今回の『Heresy』スモール・バッチ最新作、『Scrumptious!（スクランプシャス！－とびきり美味しい）』

じっくりと時間をかけたプロジェクト」の全貌を、ジュリアン・ウィリアムスが解き明かす。
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ソサエティのウイスキーチームにとって、新たな実験の舞台を選ぶのはいつも悩ましいもの。シェリー樽やトー

ストオークは長らく探究を重ねてきたし、バーボン樽はおいしさも使い勝手も申し分なく、すっかり定番だ。そ

んな中、2019年にウイスキー業界を揺るがすニュースが舞い込んだ。スコッチの規制が改訂され、テキーラ、

メスカル、そしてカルヴァドスの樽までもが熟成に使用可能となった。激しい議論が起きたが、どんな意見で

あれ、これらの樽はすでに「現実」となり、眠れる資源として存在することとなった。

もっともソサエティは、ただの流行に飛びつくような真似はしない。時間をかけてじっくり試し、自分たちらしい

やり方で答えを見つけるのが流儀。森の木々が自然に育つように、最良のフレーバーもまた、自然な流れ

から生まれるのだ。

そして2023年初頭、ちょっとした「ニュートンのリンゴ」のような閃きが訪れた。SMWSストックマネージャーの

エド・エヴァンスが、AlterOak社のシェーブド・トースト・リチャー（STR）樽を調達。その中には、カルヴァド

スでシーズニングされたバリックも含まれていた。目的は、この樽がどんなフレーバーをもたらすのか、そしてど

んなスピリットと相性が良いのかを探ること。エドはこう語る。

「アクティブな木の風味とシードルブランデーの香りに満ちたこの樽を、リンゴ香で知られる蒸溜所に合わせる

ことで、タルトタタンにシャンティクリームを添えたような味わいを狙いました。」

結果は見事的中！



2年間の熟成を経て、試験サンプルをテイスティングした私たちは、その驚きの香りに言葉を失った。これほ

ど素晴らしく、かつユニークな仕上がりであれば、ボトリングしない手はない。そこでソサエティ初のカルヴァドス

樽リリースとして、多くの会員とこの喜びを分かち合うことにした。

「Scrumptious!」は、ソサエティ史上初めてカルヴァドス樽で熟成した特別なボトリング



今回のシングルモルトは、STRカルヴァドス樽に加え、同じ原酒を満たしたセカンドフィルのバーボン樽もブレ

ンド。これによりバニラの甘さが加わり、タバコを思わせるウッディなニュアンスと絶妙に調和した。

味わいはまず、森の落ち葉やポルチーニを思わせるニュアンス。時間が経つにつれて、秋の森から果樹園へ

と広がり、リンゴのタルト、ノルマンディーのシードル、傷んだリンゴやドライアプリコットのような表情へと移り変

わる。

その魅力を表すにふさわしい名前を探し、最終的にヘッド・オブ・ウイスキー・クリエイションのユアン・キャンベ

ルが選んだのは 「Scrumptious!（とびきり美味しい！）」。飲みやすさを強調するだけでなく、イギリスの

素朴なシードル「スクランピー」や、「果樹園からこっそりリンゴを失敬する」意味の scrump にも由来する

遊び心ある名前だ。

Scrumptious! は美味しさに加え、時間をかけて風味を育てることで生まれる魅力を見事に示している。

カルヴァドス樽はスコッチ熟成の伝統的な定番ではないかもしれないが、この試みは『美味しいけれどスコッ

チらしくないのでは』という懸念を見事に払拭している。確かに本来あるべき味わいを保ちながら、その組み

合わせの結果は単なる足し算をはるかに超えたものになっている。

このような樽をSMWSの会員に紹介し、おそらくこれまでに味わったことのない一杯を約束できるのは、私た

ちウイスキーチームにとって常に大きな喜びだ。

このリンゴを思わせる組み合わせがニュートン力学を書き換えるわけではないが、シングルカスク、シングルモ

ルト、追加熟成の42年を経ても、まだ無限に近いほどの未発見の味わいが私たちを待っている。それはま

さに祝うべきことだ。

次はどこへ向かうのか。私たちはSMWSの会員がまだ見たことのない樽をいくつも試し、辛抱強く熟成を待

ちながら記録を続けている。けれど、すべては樽だけではない。まだいくつかの驚きを用意しており、そう遠く

ないうちに味わえるはずだ。その時まで、新しい発見と成功した挑戦、そして尽きることなく広がり続ける可

能性に乾杯しよう。
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